
（
群
）
識
』
鶴
ｌ
謹
幽
鶇
両
訪
ラ
バ
〃
。
斌
皿
丑
漆
Ｓ
簿
冊
舜
画
儲
削
畔
嘩
恥
ｓ
が
吟
壽
Ｓ
毎
ｓ
″
藻
Ｓ
鮮
判
寓
菫
農
期
ｓ
秘
Ｓ
ｅ
Ｓ
。

江
戸
時
代
に
お
け
る
日
蓮
宗
に
対
す
る
批
判
は
、
宗
祖
以
来
、
法

謡
函
鮒
圧
謡
蔬
誠
到
（
罰
鞘
）
佳
健
斗
針
鮒

大
我
の
日
蓮
宗
批
判

宮

川

一

敬

華
唱
題
思
想
と
、
浄
土
念
仏
思
想
と
の
宿
命
の
対
決
に
も
似
た
、
浄

土
系
と
の
批
判
論
争
が
そ
の
大
半
を
示
し
て
い
た
。
即
ち
、
法
華
教

学
と
浄
土
教
学
の
対
決
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
様
な
教
学
論
争
の

な
か
に
あ
っ
て
、
大
我
の
日
蓮
宗
批
判
は
特
異
な
存
在
に
あ
っ
た
。

大
我
の
字
は
孤
立
、
白
蓮
社
天
誉
と
い
い
、
一
般
的
に
は
孤
立
大

我
の
名
を
も
っ
て
知
ら
れ
て
い
る
。
大
我
は
宝
永
四
年
（
一
七
○
七
）
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江
戸
に
生
ま
れ
、
十
一
才
の
時
、
自
ら
湯
島
真
言
宗
霊
雲
寺
の
恵
光

の
門
に
投
じ
て
得
度
剃
染
し
、
二
十
三
才
の
お
り
感
ず
る
所
あ
っ
て

従
来
の
真
言
密
教
を
捨
て
、
浄
土
宗
に
帰
し
、
鎌
倉
光
明
寺
の
称
誉

真
察
の
会
下
に
参
じ
、
常
に
称
誉
の
坐
右
に
侍
す
る
こ
と
十
余
年
、

傍
ら
南
北
の
学
匠
と
交
り
を
結
び
、
法
華
、
華
厳
、
戒
律
、
禅
等
を

参
究
す
る
一
方
、
儒
学
、
国
学
、
武
技
、
諸
礼
等
を
も
究
め
た
よ
う

で
あ
る
。
こ
と
に
こ
の
間
と
推
察
さ
れ
る
時
期
に
身
延
に
登
詣
し
、

ト
シ
ノ
ワ

「
師
二
某
聖
人
こ
日
蓮
教
学
を
学
び
、
『
唱
題
成
仏
論
』
を
草
し
た

と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
大
我
は
寛
延
三
年
（
一
七
五
○
）
、
山

城
八
幡
正
法
寺
二
十
二
世
の
法
灯
を
継
承
し
た
が
数
年
に
し
て
辞
し

増
上
寺
定
月
（
一
六
六
七
～
一
七
五
○
）
に
招
か
れ
、
江
戸
の
姥
池
．

愛
蓮
庵
に
寓
し
、
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
八
月
十
五
日
、
七
十
三

才
を
も
っ
て
示
寂
し
た
。

大
我
の
著
書
に
は
、
日
本
思
想
闘
諄
史
の
一
角
を
示
る
『
鼎
足

論
』
四
巻
を
代
表
に
、
四
十
有
余
を
数
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
の

う
ち
日
蓮
宗
批
判
書
は
『
紫
朱
論
』
、
『
獅
虫
論
』
、
『
曇
華
論
』

の
三
巻
で
あ
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
「
日
蓮
宗
批
判
史
の
系
譜
」

と
い
う
立
場
か
ら
、
紫
朱
論
を
も
っ
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

紫
朱
論
は
別
名
「
破
二
擬
連
義
」
、
略
称
「
破
二
擬
」
と
呼
ば
れ

イ
キ

ノ
モ
テ
ワ
ム
ト

ル
ヤ
カ
ヲ

「
悲
哉
如
一
繋
珠
録
者
一
難
二
吹
レ
毛
求
Ｐ
暇
（
中
略
）
不
し
關
一
繋
珠
録
こ

と
称
し
て
い
る
如
く
、
了
義
日
達
の
『
愁
諭
繋
珠
論
』
に
反
駁
し
、

宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）
六
月
に
出
版
さ
れ
た
。
し
か
し
本
書
は

従
来
の
権
実
論
よ
り
も
、
む
し
ろ
宗
旨
の
布
教
実
践
面
に
対
す
る
批

判
が
主
で
、
そ
の
内
容
は
、

一
、
権
実
論
に
対
す
る
批
判
。

二
、
宗
旨
の
本
義
に
対
す
る
批
判
。

三
、
布
教
乃
至
信
仰
実
義
に
対
す
る
批
判
。

等
に
大
別
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
以
下
右
記
の
概
要
を
述
べ
る
と
、

一
、
二
擬
（
日
蓮
聖
人
を
さ
す
）
は
天
台
の
趣
意
を
盗
象
、
狐
を
使

っ
て
は
人
々
を
労
惑
し
、
四
十
余
年
未
顕
真
実
の
文
を
信
じ
て
は

四
格
言
と
称
し
他
宗
を
批
判
し
て
い
る
が
、
何
故
に
七
面
天
女
、

鬼
子
母
神
、
狐
、
狸
ま
で
敬
う
の
か
、
ま
し
て
や
剃
髪
染
衣
、
造

仏
営
寺
？
引
導
下
炬
、
祈
祷
兇
願
等
の
全
て
が
爾
前
の
諸
行
で
あ

・
る
の
に
も
か
か
ら
ず
、
爾
前
を
信
じ
な
い
二
擬
が
何
故
に
爾
前
の

諸
行
を
す
る
の
か
、
こ
れ
は
二
痕
が
権
実
に
戯
む
れ
て
い
る
が
為

で
あ
る
。

二
、
受
陀
縦
に
は
大
曼
陀
羅
、
法
曼
陀
羅
、
三
摩
耶
曼
陀
羅
の
三
種

類
あ
る
が
、
二
擬
の
書
い
た
曼
陀
羅
は
以
上
の
曼
陀
羅
の
い
ず
れ

に
も
属
さ
ず
、
雑
乱
は
な
は
だ
し
く
本
尊
と
は
い
え
な
い
。
ま
た

蓮
の
字
に
は
仏
蓮
、
鬼
蓮
の
二
種
類
が
あ
り
、
二
擬
の
髭
題
目
は

鬼
蓮
で
あ
る
。
従
っ
て
二
擬
の
徒
に
渦
が
多
い
の
も
こ
の
故
で

あ
る
。
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等
の
大
我
の
日
蓮
宗
批
判
の
内
容
は
、
当
時
、
権
実
論
、
本
通
論
の

参
究
に
終
始
し
て
い
た
本
宗
の
学
僧
を
当
惑
さ
せ
、
「
宗
旨
の
本
義

を
以
て
、
浄
土
教
学
に
対
応
す
る
こ
と
は
十
分
で
な
か
っ
た
。
」

と
こ
ろ
で
大
我
の
こ
の
様
な
批
判
内
容
は
、
江
戸
中
期
頃
、
真
宗

の
僧
に
よ
っ
て
偽
作
さ
れ
た
『
大
聖
日
蓮
深
秘
伝
』
の
影
響
に
よ
る

も
の
で
、
そ
れ
を
如
実
に
示
し
て
い
る
も
の
に

ニ
シ
テ
ク
ノ
ク
ワ
ソ
チ
シ
ニ
セ
ン

ニ
擬
之
徒
闇
昧
無
智
不
し
知
二
其
開
し
宗
之
本
致
一
乃
欲
レ
恭
二
昌
宗

ヲ
唾
一
シ
ワ
モ
ニ
ス
ト
ヲ

品
ス
シ
テ

ス
ル

門
一
種
種
為
一
華
説
一
雄
三
心
信
二
弥
陀
一
而
口
為
二
誹
誇
一
也
我
閲
ニ

ノ
ヅ

ヲ
シ
テ

身
延
山
久
遠
寺
血
脈
一
以
一
南
無
阿
弥
陀
仏
一
配
二
諸
経
諸
仏
諸
神

上
ニ
ク
ノ

ナ
ル
カ
ニ
ニ
ハ
シ
テ

及
六
道
一
日
法
華
一
大
事
日
蓮
相
承
血
脈
念
仏
至
極
故
常
秘

サ
テ
ヲ
ノ
ト
ス
ル
カ

不
し
申
也
以
二
南
無
妙
法
蓮
華
経
一
為
二
平
常
行
一
顕
一
説
宗
宗
差

三
、
二
癌
の
徒
は
高
坐
に
蝋
肝
し
て
頭
を
棹
り
、
肩
を
張
り
机
を
叩

き
咳
を
高
く
し
て
、
吾
が
日
蓮
大
菩
薩
は
云
云
と
誉
称
え
、
無
難

無
病
安
産
安
穏
長
寿
富
楽
を
得
る
と
説
い
て
い
る
が
、
二
擬
の
伝

記
を
ふ
れ
ば
災
難
だ
ら
け
で
、
そ
の
徒
は
貧
困
の
者
が
多
く
、
白

蝋
、
赤
癩
に
か
か
り
、
寺
に
は
童
男
童
女
の
墓
ば
か
り
多
く
、
ど

こ
に
利
益
の
証
が
あ
る
の
か
、
こ
と
に
数
珠
、
木
劒
を
握
り
、
婦

人
の
手
を
振
ら
し
て
そ
の
手
に
狐
の
術
を
使
っ
て
い
る
。
こ
の
様

な
諸
行
は
本
山
の
厳
命
を
も
っ
て
制
止
す
べ
き
で
あ
る
。
斯
く
の

如
き
二
擬
の
徒
の
教
え
を
信
ず
れ
ば
無
門
獄
に
堕
つ
る
で
あ
る

為
ノ
０

ひ
た
ち
の
ゆ
に
つ
い
て
考
察
す
る
に
方
り
本
題
は
現
在
迄
に
先
推

諸
学
者
が
諸
雷
に
と
り
あ
げ
て
論
述
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
が
そ
れ
を

叉
ぞ
ろ
と
り
あ
げ
再
々
論
ず
る
は
愚
挙
に
等
し
い
と
定
め
て
御
失
笑

を
か
う
も
の
の
如
く
況
ん
や
粗
忽
の
徒
輩
に
於
て
お
や
と
汗
顔
の
至

り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

日
蓮
聖
人
と
ひ
た
ち
の
ゆ
と
波
木
井
殿
一
族
の
関
係

可
少
ヘ

サ
フ
ニ

シ
テ
テ
シ
ヲ
ク
ニ

別
一
故
也
不
し
顕
二
弥
陀
於
言
語
一
深
秘
強
為
二
誹
誇
一
須
三
心
中

ス
ヲ
力
ノ
テ
ノ
ヲ
リ
ト
ル
ヲ
ノ
ー

念
二
弥
陀
一
吾
宗
極
意
以
二
弥
陀
威
力
一
成
し
仏
得
し
道
者
也
故
以
ニ

ヲ
ト
ノ

一
念
弥
陀
仏
即
滅
無
赴
罪
現
受
比
楽
後
生
清
浄
土
一
為
二
臨
終
一

大
事
因
縁
一
云
云

が
あ
る
。
以
上
は
『
深
秘
伝
』
の
「
破
邪
教
正
章
」
、
「
詠
歌
口
伝

章
」
、
「
法
華
秘
密
血
脈
ノ
事
」
等
の
所
論
を
引
用
し
た
も
の
で
、

大
我
の
『
紫
朱
論
』
に
お
け
る
日
蓮
宗
批
判
の
系
譜
は
、
『
深
秘
伝
』

の
影
響
に
あ
っ
た
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
（
註
は
割
愛
）

「
ひ
た
ち
の
ゆ
」
に
つ
い
て
の
一
考
察

田
久
保
顕
悠
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